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モデル (図 1) を基に，イオンチャネルの確率的な開閉特性を







































































PO(SS) = =( + ) (1)
D =  (1=1)ln(RN) (2)
gI (V; t) = I [m3h1] (3)
高速化手法を導入したモデルでは，個々のイオンチャネルの振
る舞いを記述するのではなく，Linaro ら [1] によって提案され
た式 (4)で表される，チャネルノイズ (i)を導入する．例えば






x;i _i(t) =  i(t) + x;i
p
2x;ix;i(t)
x = Na;Kv;A; h; Ca(T ); Ca(L);KCa
i = 1; 2;    ;M   1(M：状態数)
(4)
(x;i(t)：正規乱数)
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